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18th Chitose International Forumon Photonics Science and Technology 
(CIF18) 開催報告 
 
CIF18 組織委員会 
 
2017 年 10 月 9 日、10 日の両日、ANA クラウンプラザ千歳、および本学において恒例の
Chitose International Forum (CIF18) が開催された。昨年までは主として光科学関連技術に重
点を置いた国際研究集会として開催されており、光科学／工学を基礎とする「ホトニクス
バレー構想」の一環としての役割を果たしてきた。しかしながら、策定から約 20 年を経過
し、自然環境意識や社会のニーズも大きく変わってきた。これを踏まえ本学では今年度よ
り、これを継承発展させる「スマート ネイチャー シティちとせ」を構想し始めている。
今回の CIF はこれを受け、あわせて市民に向けて開かれた CIF とすべく広く参加を呼びか
け、初日を祝日（体育の日）にあて、「観光」を切り口とした商業／観光の振興と環境保護
の促進を両立させるという観点からの特別講演会とパネル討論会を、ANA クラウンプラザ
千歳において開催した。具体的には、観光の魅力づくり、および新しくおしゃれでありつ
つ持続性のある暮らし方の提案について、著名な外部講師による 2 講演と、それに引き続
いて千歳市内で活躍中の 6 名の発表者による「持続可能なまちづくり」をテーマとしたパ
ネル討論会を行った。座長は北見工業大学の亀丸俊一教授にお願いした。会場いっぱいの
参加者（約 140 名）との意見交換を行い、「スマート ネイチャー シティ構想」に対する市
民の認知度は大きく向上したといえよう。 
なお、2 日目は会場を大学に移し、国内外の研究者を招聘して最新技術を活用した観光や
生物多様性を軸とする環境関連の話題について、最新の研究成果も含めて発表する場とし
た。ポスターセッションでは 30 件の発表があり、本学の大学院生および学部学生にくわえ
北大、旭川高専からの参加者がそれぞれの研究について発表し、国内外からの研究者と意
見交換を行った。今回は整理の都合上、初日と 2 日目の登録を別々に行っていただいた。2
日目の登録参加者は 51 名、学生を含めた聴講者はピークにおいて 80 名弱であった。2 日目
の発表についてはプロシーディングス（論文集）を刊行する予定であるが、著者の同意が
得られたものに関しては、既に https://www.chitose.ac.jp/info/cif18/ProcCIF18contents.htm にお
いて公開している。 
 なお、今回の CIF18 には、従来のホトニクスワールドコンソーシアム(PWC)、千歳市に加
え、千歳観光連盟の後援を頂いたことを記し、心よりの謝意を表する。 
  
  
講演する中尾隆之代表（左）と石田秀輝名誉教授（右） 
 
特別講演 1 
「観光の魅力づくり 7 つの大事（食とおもてなし考）」と題して、日本旅のペンクラブ代
表・中尾隆之先生にご講演を頂いた。先生は旧早来町生まれで、高校教員、出版社勤務を
経てフリーライターに転身された方で、全国銘菓“通”選手権で TV チャンピオンになられ
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るなど、全国の観光地や名物・銘品に精通しておられる。 
講演では、「観光」という言葉は古代中国の易経にある「國の光を観る」に由来するとの
紹介から始まり、その土地を一言で表現できる「キャッチフレーズ」の重要性を強調され
た。また、説明がなくてもその土地と認知できるランドマークの創出選定も提案された。
最近、東京のランドマークは「浅草（雷門）」から「東京スカイツリー」に変わっているこ
と、また「日本三景」や「三名園」、「金沢八景」のように複数を組み合わせる案も併せて
示された。さらに、「旅は非日常」性として、コトづくり（陶器制作、日の出／入り鑑賞、
自然観察会など）、トクづくり（縁、合格、健康など）、ネタづくり（世界／日本遺産、お
墨付き、何百年祭など）、ヒトづくり（市民が街を知り案内できる）などの重要性を説かれ
た。加えて、人間の五感を観光や人間関係に生かすポイントを強調され、最後に「人生と
旅」を重ねられ、「人間は考える『足』である」とのユーモアを交えた教訓で講演を締めく
くられた。 
特別講演 2 
 合同会社・地球村研究室代表の石田秀輝先生は、沖永良部島から 2000km 遠路はるばるお
いでになった。伊奈製陶（現 LIXIL）研究開発センターから東北大学大学院環境科学研究科
の教授（現在は名誉教授）になられた経歴をもたれ、自然に学ぶ新しい暮らし方である
「Nature Technology」を提唱、主導されている先駆者のひとりである。今回は、同様に自然
に学ぶ「Biomimetics（生物規範工学）」を推進する本学下村政嗣教授からの紹介でご講演い
ただいた。 
 講演は、利便性を物質とエネルギーを費やすことで達成しようとする「資本主義の限界」
から説き起こされ、2030 年には現在の平均的な日本人の暮らしはできなくなるとの警鐘か
らはじまった。具体的な例として、家庭で風呂を毎日沸かすための水（200 l）とエネルギ
ーが得られなくなること、その対策として「泡風呂（水の使用量 3～6 l）」を商品化したこ
とが紹介された。これは昆虫が体を洗うために実際に使う手法にヒントを得たものである。
現在、巷にあふれる「エコなテクノロジー」は結局「エコである」ことを「免罪符」とし
て大量に買われ使われることで、結局本来の節減目標が達成されないという本末転倒した
市場投入パターンに陥っているとの指摘もあった。2030 年頃には、なにかを我慢する「フ
ォアキャスト思考」から、制約の中で自然に学んでストレスなく生きる「バックキャスト
思考」へ、豊かさの価値定義を変えていくことにならざるをえない点を強調された。その
分析は人間の頭脳にまで至り、「脳の 3 層構造仮説（爬虫類脳［第 1 階層］、旧哺乳類脳［第
2 階層］、新哺乳類脳［第 3 階層］）」を引用された。現代人は第 3 階層が他の階層から分離
することに潜在意識的に不安を感じはじめた、すなわち、「自分は変わらずに、環境を改変
することの限界を物質的にも精神的にも理解しはじめた」のではないかと説明された。さ
らに、「利便性」と同じくらいのレベルで「楽しみ」や「自然」を潜在意識が求めるという
バックキャストライフスタイル分析から、地球環境制約が原因となって、「心の豊かさを生
み出そうとしている」ことはすなわち「日本の生活文化を創った 44 要素のいくつかを満た
そうとしている」と指摘。その 44 の要素のうち、16：何でも手作りする、17：直しながら
丁寧に使う、19：工夫を重ねる、2：自然を生かす知恵、22：助け合う仕組み 24：付き合い
の楽しみに焦点を当てることで「ちょっとした不便や不自由さを技や知恵で埋めていく」
自立型へ移ることができ、その先にはビジネスも展開できると説明された。要するに、物
質やエネルギー資源に大きく依存する生活スタイルから、少しでも自立型（利便性小／制
約大）の方向に変えていくことが重要とのことである。 
のちの質疑応答の機会に会場から「自立型の目標は」との質問が出されたのに対して、「少
しでよい。無理は永続しない」と回答されていた。また、会場からの「千歳観光振興のポ
イントは？」との質問には「パネル発表を聴いていると、『回遊性』がキーワードになって
いる」とのコメントがあった。 
 
パネルディスカッション 
パネルディスカッションショートプレゼンテーションでは，各氏より以下の発表があっ
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た。 
 
サケのふるさと千歳水族館：館長 菊池基弘氏 
海鳥と鮭や、鮭と人との関わり合いなど、鮭による様々な生態系サービスの紹介のほか、
関連して国語や理科、社会などの学習教材としての鮭に関する事例など鮭にまつわる話題
と水族館の取り組みが広く紹介された。他にも現在本学青木准教授が千歳水族館で行って
いる光アート作品など、千歳科学技術大学と水族館の連携について紹介された。また、同
水族館の支笏湖大水槽を見た来館者が支笏湖に向かうなどの繋がりに期待していると語ら
れた。 
 
北海道中央葡萄酒・千歳ワイナリー：社長 三澤計史氏 
近年の酒類の需要・消費に関するデータを紹介していただいた。スピード感を大切にし
ており、Facebook などを利用して情報発信を行っているとのこと。日本ワインコンクール
で同社ワインが金賞を受賞するなどの情報を発信することで、ワインを広く勧めることに
繋がると語られた。その一方で、例えば千歳に三日三晩滞在する観光客がある場合、滞在
期間にわたって満足する食事を取ることはできるのか、という問題提起もあった。 
 
株式会社もりもと：専務執行役員 室長 松原範宜氏 
「もりもと野菜委員会」や食を通じた子育て支援など、会社をあげての地元との繋がり
や活動に関する紹介があった。昨年の台風など農作物と自社製品の関係など、天候との関
わり合いなどの研究に対する期待などに触れられた。千歳市内の企業同士の相性は良いと
も述べられた。 
 
ANA 新千歳空港株式会社：社長 新川新一氏 
従業員数千名を超える同社社員の多くが、全国から北海道に集まってくるが、それぞれ
が北海道に対する憧れを持っている。こうした社員が観光大使であり、北海道の魅力を発
信しうると語られた。JR 北海道など、他の輸送機関などと運行情報に関する情報共有の連
携を強化しているとのこと。また、千歳空港の利用客の増加に対応するため、省力化や省
人化に一環として「バゲッジドロップ」システムを羽田に次いで採用したり、iPad などを
積極的に利用するなどの取り組みを行っているとのこと。 
 
支笏湖ビジターセンター（自然公園財団支笏湖支部）：所長 木下宏氏 
ゴミの収集などセンターの幅広い活動の資金として駐車場料を有効活用している事例が
紹介された。支笏湖来訪者の半数がレンタカーを利用するなど二次交通の改善が求められ
るとのこと。その一方で、自転車による観光客などをスタンプラリーなどで回遊性を持た
せることも可能では、という提言があった。また、上質なサービスと人材が課題であると
の指摘があった。 
 
千歳科学技術大学理工学部電子光工学科：准教授 青木広宙氏 
千歳サケのふるさと館などにおける、光を使ったアート作品の紹介があった。こうした
アート作品を通じて、市民がサイエンスやテクノロジーなどへの興味関心を持つことが期
待される。10 万人規模の千歳市に、こうしたアートを展示できる博物館の建築などを期待
するとの提言があった。 
 
ポスター展示 
バンケット会場において、初日のパネルディスカッションに参加された企業・団体から
ポスターや商品の展示のほか、グッズの配布などが行われた。また、千歳科学技術大学の
研究室からは千歳市と関連する研究のポスター展示が行われ，説明に当たった教員や学生
に来場者から多くの質問や意見がアイデアを頂戴した。研究室としてポスター展示に参加
したのは、曽我、青木、小林、平井、山川の 5 教員である。 
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バンケット（懇親会）会場でのポスター展示風景 
 
Plenary session 
今回の Plenary 講演はドイツ、フランクフルト、ゼンケンベルグ自然博物館の Julia Krohmer
博士に行っていただいた。博士はこれまでに文学、地理環境学、生物地理学、リモートセ
ンシングなど、広範かつ学際的な多分野で研鑽を積まれ、現在は科学・社会・政策の相互
関係を研究するとともに、博物館の渉外・広報を担当されているとのことである。講演の
前半では、環境変動が人類の生活や経済活動に大きく影響し、回復不可能な限界に達しつ
つあることが提起された。その上でこれらの諸問題を解決するには細分化された専門分野
を統合する’holistic’な観点が必要であることを強調された。そこで紹介された Brockman
の’The third culture (1995)’、すなわち第 1、第 2 である文系、理系の文化の対話の必要性は、
日本においても今日的課題であることに変わりはない。後半では、その役割の一翼を担う
博物館におけるさまざまな活動が多くの写真とともに示されたが、聴講していた学生にと
っても示唆に富むものであったと思う。 
 
 
講演する J. Krohmer 博士 
 
Session 1:  
 本セッションの初めは生物多様性に関して科学的・社会的に多彩な活動をされている東
北大学の香坂玲教授による講演が行われた。特にバイオミメティクス研究について環境経
済や生物多様性との関連から論じられ、大きな影響をあたえうる可能性とともに、日本の
寄与が相対的に弱いという指摘がなされた。次の Park 氏は札幌に本拠を置く、FRS コーポ
レーションの研究員である。FRS で手掛けてる自然調査に関して特にレーダーを利用した
野鳥の動態研究など興味深いものがあった。 
 
Session 2:  
このセッションでは、まず北海道大学低温科学研究所の Ralf Greve 教授が”Ice sheets, 
global warming and sea level”と題して、現在加速的に上昇している地球平均気温とそれに応
じて上昇しつつある海面高さについての危機的状況が紹介された。特に南極とグリーンラ
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ンドの氷床が消失した際の海面上昇はそれぞれ約 58m と 7.4m と予想されることから、これ
らのモニタすることの重要性とその困難さが述べられた。そのため、過去の氷床変化が説
明でき、将来の推移を予測できるモデルを構築することが重要であるとされた。具体的な
例として、氷床減少の加速要素として地球温暖化による融解加速が取り沙汰されるが、一
方では水蒸気の増加による降雪によって氷床が成長するともいわれていることがある。こ
れらに加えて考慮すべき要素として、気温上昇による氷床の軟化がその流動性を高める結
果、減少を促進する要素となることを例に、そのモデル化の難しさを説明された。 
続いて、北見工業大学の亀丸俊一教授から、外国人向けの観光案内多言語化についての
現状と問題点が紹介された。オホーツク地域を訪問する外国人も近年増加傾向にあり、釧
路湿原展望台やハッカの博物館、博物館網走監獄など観光名所は多いが、外国人向けの案
内板は不統一である現状が具体的に紹介された。外国語としても、英語、中国語（繁体字、
簡体字）、ハングル程度が示されていれば多い方で、さらにタイ語表記がある例が示された。
ほとんどは日本語と英語の説明であり、それを補うために無線 LA（Wi-Fi）設備を用意して
いる施設が多いことも併せて紹介された。質疑応答では、統一的な外国語表示基準の策定
の必要性を指摘する意見が出された。 
 
Session 3: 
 本セッションでは 2 名の大学院学生が英語で口頭発表を行った。最初は小林翔太氏（千
歳科学技術大学大学院）が “Biomimetic Crystallization of Alkaline Earth Metal Carbonates can 
be Modified by added Water Glass and Dimethyl Carbonate” というタイトルで、フラクタル状に
成長する無機結晶の作製について、条件を変えることで様々な形状へとその結晶形状を変
化させられること、また、今後は触媒足場としての応用を検討していることなどを報告し
た。次に兼平裕也氏（千歳科学技術大学大学院）が “Silver Nanoparticles on DNA Origami as 
Substrates for Surface-Enhanced Raman Scattering” というタイトルで、3 ヶ月間ドイツのポツ
ダム大学に留学していた際に行なっていた研究成果について報告した。報告は、人工 DNA
の作り出す 3 次元足場の特定位置に銀粒子を配置することで電場増強効果を引き起こし、
その電場増強効果を利用したタンパク質の検出についての結果である。どちらの講演にお
いても会場から質問が多数あり、今後の研究進展の視点においても有意義な発表経験にな
ったと思われる。 
 
Poster Session 
ポスターセッションは第 2 日目の 10 時より 2 時間にわたって開催された。全 32 件の申
し込みがあり、本学関係が 25 件、他に北海道大学、旭川高専より 2 件、さらに海外より 2
件であった。残念ながら海外からの参加はキャンセルされたが、例年通り本学の領域の広
さを反映して多岐な分野にわたって討議が行われていた。本学学生にとっても学外の研究
者と交流する良い機会であったと思われる。 
以下に示す 3 件の発表に対し、ポスター賞が川瀬委員長から授与された。 
 
P-12 
Study of photodynamic diagnosis for peritoneal metastasisusing talaporfin sodium 
Kenshou Suzuki, Kazunari Furuya and Liming.Li 
Graduate School of Photonic Science, Chitose Institute of Science and Technology 
 
P-22 
Bone quality assessed using near infrared spectroscopy with near infrared reflectance accesso-
ry and microscope accessory  
Teppei Ito and Hiromi Kimura-Suda 
Graduate School of Photonics Science, Chitose Institute of Science and Technology 
 
P-30 
Effects of osteoporosis medicine on bone quality in chronic kidney disease 
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